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  （百万円未満切捨て）

１．2020年12月期の連結業績（2020年１月１日～2020年12月31日） 
   
（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年12月期 90,871 △27.3 2,555 556.1 △9,249 － △19,218 － 

2019年12月期 124,944 34.0 389 － △7,941 － △5,191 － 
 
（注）包括利益 2020年12月期 △12,452 百万円 （－％）   2019年12月期 6,075 百万円 （△95.8％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
2020年12月期 △247.60 － △5.3 △1.6 2.8 
2019年12月期 △66.18 － △1.4 △1.5 0.3 

 
（参考）持分法投資損益 2020年12月期 1,459 百万円   2019年12月期 1,650 百万円 
（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失であるた

め記載しておりません。 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2020年12月期 568,502 357,577 62.9 4,614.09 
2019年12月期 573,238 371,834 64.9 4,756.13 

 
（参考）自己資本 2020年12月期 357,519 百万円   2019年12月期 371,766 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 
2020年12月期 3,112 △18,496 14,436 37,133 
2019年12月期 29,468 △28,897 △8,863 38,226 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
2019年12月期 － 50.00 － 0.00 50.00 3,916 － 1.1 
2020年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － － 
2021年12月期（予想） － － － － －   －   
（注）2019年12月期 第２四半期末配当の内訳 創業50周年記念配当 50円00銭 
   2021年12月期（予想）における配当予想額は未定としております。 
 

３．2021年12月期の連結業績予想（2021年１月１日～2021年12月31日） 
  （％表示は、対前期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 － － － － － － － － － 

 新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大により、以下のとおり、現時点で連結業績予想の算定が困難なため、
2021年12月期の連結業績予想を未定といたします。 



 遊技機事業においては、11都府県に対し緊急事態宣言が発出される中、パチンコホールでは、集客の低下や新台入替へ
の慎重な姿勢が強まり、市場の先行きが不透明であること、一方、主として下半期に検定期限が到来する主要パチスロ機
の撤去が数十万台予定され、大幅な入れ替え需要がありますが、遊技機の型式試験の長期化などの理由から、業績を見通
す事が困難な状況であります。また、統合型リゾート(IR)事業においても、2020年3月15日にフィリピン政府からの緊急
事態宣言があり、現在そのロックダウン状態は一部緩和されてはいるものの、今なおフィリピン国内では経済活動が実質
的に制限されおり、入国制限も解除されていない状況です。こうした中、一部緩和された状況で営業活動を行っているも
のの、業績を見通すことが困難な状況であります。 
 また、統合型リゾート(IR)事業の費用面において、主要な費用（固定費）である人件費と減価償却費の削減等について
は、まず、人件費において、人員数の約20％（1,500人）を削減し、かつ削減後の人件費について更に20％の削減を実現
したため、2021年12月期はその人件費削減効果を享受して営業を一部再開しております。 
 次に、減価償却費については、統合型リゾート事業の中核企業であるオカダマニラの事業再構築を実施しており、この
事業再構築により減価償却費の負担の軽減にすでに着手しております。さらに従来より進めている不動産事業から発生す
る収益を組み合わせて、税務上のメリットを生かして、キャッシュ・フローを最大化する施策を実施中であります。な
お、グループの全社費用の内、多額の負担を強いられてきた訴訟費用については、当社側の有利な判決が続いているた
め、当該費用は減少していくと見込まれます。 

 今後、状況の推移を慎重に見極め、連結業績予想の算定が可能となった段階で速やかに公表いたします。 

 

※  注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 
新規－ 社、除外－社 
 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 
 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年12月期 80,195,000 株 2019年12月期 80,195,000 株 

②  期末自己株式数 2020年12月期 2,710,772 株 2019年12月期 2,029,172 株 

③  期中平均株式数 2020年12月期 77,616,121 株 2019年12月期 78,437,309 株 

 
 
（参考）個別業績の概要 
１．2020年12月期の個別業績（2020年１月１日～2020年12月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年12月期 64,489 17.7 10,424 615.4 △1,402 － △503 － 

2019年12月期 54,812 22.9 1,457 － △6,754 － △6,799 － 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
2020年12月期 △6.48 － 
2019年12月期 △86.68 － 

（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失であるた
め記載しておりません。 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2020年12月期 465,370 358,936 77.1 4,631.63 
2019年12月期 458,554 361,212 78.8 4,620.24 

 
（参考）自己資本 2020年12月期 358,877 百万円   2019年12月期 361,144 百万円 
 
＜個別業績の前期実績値との差異理由＞ 
 2020年12月期においては、「SLOTバジリスク～甲賀忍法帖～絆」を「継承」し、６号機としての新たな要素を加えた
『SLOTバジリスク～甲賀忍法帖～絆2』、５号機において異例の長期稼働を実現した「沖ドキ！」の遊技性を「継承し、
幅広い年齢層のユーザーに楽しんで頂ける『沖ドキ！2-30』が売上に大きく貢献し、当該２タイトルで10万台超の販売台
数となったことから、販売台数が2019年12月期の114,463台から、2020年12月期は139,152台となったこともあり、売上
高、営業利益が増大しました。 
 一方、円高ドル安が進んだことから為替差損が増加し、前期実績値と当期実績値の間に差異が生じております。 
 

 



※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．経営成績等の概況(１)当期の経営成績の概況」をご覧下さい。 

 


